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未来に向かって

９ 月 ２ ９ 日 (日 )
に 男 鹿 市 総 合体 育
館 で 開 催 さ れた 第
５ ７ 回 男 鹿 市民 卓
球大会 ジュニア２
部 で ， 本 校 女子 卓
球 部 が 見 事 優勝 を
成 し 遂 げ ま した 。
３ 人 と い う 少人 数
な が ら ， そ の力 を
結集しての優勝は，本当
に価値のあるものです。
並みいる強豪を，３人(佐
々木 葵さん・熊谷 紗英
さん・田口 葵さん)のチ
ームワークで撃破できた
のも，日頃の熱心な練習
の成果だと思います。１０月２日(水)の報告
会で，賞状の収納と主将の佐々木 葵さんから
大会報告がありました。全校生徒・全職員が，
この快挙に勇気をもらいました。

改めて，「優勝 おめでとう！！！」

１ ０月２ 日(水 )に ，新
ＡＬＴのクリス先生の本
校での勤務が開始となり
ました。早速，全校で歓
迎の集会を開きました。
全校を代表して，３年生
の晴さんと萌実さんが歓
迎の言葉を述べてくれま
した。クリス先生は，ア
メリカ出身で大学では政
治学を専攻していました。

自己紹介の中で，自然，
料理，絵を描くことが好
きであることを，アクシ
ョンを交えて，お話して
くださいました。とても
ユーモアのある先生で，
皆さんとの英語の授業を
楽しいものにしてくれる
ことでしょう。とても楽しみですね。皆さん
からも，積極的にクリス先生とコミュニケー
ションをとってみてください。

１０月６日(日)開催の豊中祭が，いよいよ３日後に迫って
きました。今年度のテーマは，「聲(こえ) ～思いを一つに届
けよう～」です。このテーマの下，全校生徒は本番に向けて
の準備や練習に取り組んでいます。

右の写真は，踊りの発表に向けて，全校生徒がその練習に
熱心に取り組んでいる様子です。一つ一つの動作を学年やグ
ループで確認し，完成度を高めてきました。その成果を，豊
中祭本番で披露することができることと思います。

なお，円満造甚句はこの地域発祥の伝統文化であり，それ
を伝承していくことも大切なことと考えています。保護者の
皆さん，本番での発表を是非楽しみにしていてください。

１０月２日(水)の５校時，全校生
徒が体育館に集まり，学年合唱中間
発表会を開きました。本番までは，
少し時間がある中，未完成の状態でしたが，現時点での各学年の合唱を聴き合いました。

他の学年の合唱を聴くことで，刺激を受け，その後の各学年に分かれての練習にも一段と熱
が入っていました。「どうすれば自分たちの合唱の完成度を高められるのか？」を考え，練習
に生かしていく良い機会となったようです。学校祭本番では，課題点を克服した美しいコーラ
スを聴くことができることでしょう。１年生にインタビューしてみたら，初めてのことでとて
も緊張したということでした。でも，声は良く出ていましたよ。緊張はつきものです。それを
集中力にかえて本番に臨むことが大切なのですね。そんなことも合唱を通して学んでいくんで
すね。どの学年も，自分たちのカラーに合った素敵な歌を選曲しています。豊中祭本番では，
それぞれの学年のよさや思いが伝わってくる合唱を聴けることを楽しみにしています。保護者
の皆さんもどうぞご期待ください。


